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私たちのまち泉南市は、近年の都市化に伴い大きくその姿を変貌させてきましたが、古来より温暖

な気候条件を有し、北に海の幸豊かな大阪湾、南に緑豊かな和泉山脈という優れた自然環境に恵まれ

た中に人々が居住した結果、市内には数多くの遺跡 。文化財が残されております。

この先人の残した貴重な文化遺産を保護 し、未来に伝えていくという重要な責務を果たすため、本

市教育委員会ではさまざまな開発に対して緊急発掘調査を行つて参 りました。本書により更なる考古

学研究の進展を期待すると同時に、市民の皆様には更なる文化財の普及啓発にも努めてまいりたいと

思います。

また、来年度は史跡海会寺跡の整備終了から 15年 目にあたる年でもあり、史跡海会寺跡広場の維

持管理を含めたよリー層充実した文化財保護行政を推進して参りたいと思います。

最後になりましたが、調査にご協力頂きました地元土地所有者、近隣住民の皆様、並びに関係諸機

関の方々には、深く感謝の意を述べさせて頂きますと同時に、今後とも本市の文化財行政によリー層

のご理解、ご指導を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

平成 21年 3月

泉南市教育委員会

教育長 梶本 郊光



「

I

1・ 1本書は、泉南市教育委員会が平成 20年度国庫補助事業として計画し、生涯学習課が実施した泉

南市遺跡群の緊急発掘調査事業の報告書である。

2.調査は、泉南市教育委員会生涯学習課、石橋広和・城野博文を担当者とし、平成 20年 4月 1日に

着手し、平成 21年 3カ 31日 に終了した。なお、本書に掲1載している内容は、平成 20年 I月 1日 か

ら平成 20年 12月 31日までのものである。

3.現地調査および整理の実施にあたつては蒲生徹幸、蔵田弘幸、藤野 渉、真鍋紀美子諸君らの協力

を得た。

4.本書の執筆は第 1章ならびに第 2章第 2節 -1、 2を石橋が行い、そ|の他の執筆および編集は城

野が行つた。

5`現地調査における写真撮影は各担当者が行い、出土遺物の写真撮影は城野が行った。

6.調査における出土遺物および図面、写真などの諸記録は、泉南市埋蔵文化財センターにおいて保

管している。広く活用されることを望むものである。



例凡

1.各調査区には個別の番号を付した。番号の構成は、「遺跡―略称一調査年度一通し番号」である。

遺跡略称は、男里遺跡―ON、 本田池遺跡一HN、 座頭池遺跡―ZT、 岡田西遺跡一〇KDW、 中小

路西遺跡一NKW、 北野遺跡―KT、 中小路遺跡一NK、 仏性寺跡―BSである。調査年度は西暦の

上位 2桁を省略して表記している。

2。 図中の方位は、PL。 1・ 2では真北を、各調査区位置図・地形図では国土座標Ⅵ系にもとづく座―

標北を、各調査区平面図では磁北をあらわしている。

3.図版中に示したレベル高は、T.P。 十 (m)の数値を使用しているが、T.P,十 は省略している。

4.本書で扱う地形分類図は、豊田兼典氏が作成した。 (比.2)

5.遺構名称は、遺構の種類を表すアルファベントと任意の数列の組合せで表記している。本書にて

扱う遺構の種類は Pit― ビット、SK一 土坑、SD一 溝である。

6.遺物実測図の断面は、瓦―トーン、その他―白抜きのように区分している。

7.遺物実測図と写真図版において遺物番号は統一している。
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第 1章 調査の経過

平成 20年における土木工事に伴 う届出件数の状況は、第 1表のとおりである。昨年、一昨年と比

較して今年度は一転して減少に転じているものの、過去 2年の数値の伸びが著しいため、今年度は落

ち着きを取り戻したと見ることもできる。

このような状況のもと第 2・ 3表のとおり調査が行われた。本書で報告するのは 8遺跡、18調査区

である。また、このうち 3遺跡、 6調査区については平成 19年度未報告分を掲載 している。それぞ

れの遺跡について調査の経過を述べたい。

男里遺跡は、市域最大規模の遺跡で、先土器時代から近世まで幅広い時代が確認されている。毎年

最も多くの届出と調査が行われるが、今年度もこの傾向は変わらなかった。ここ数年の傾向として、

現男里集落内の個人住宅新築および建替えに伴 う調査は減少しており、遺跡南東部の府道金熊寺男里

線沿いの調査が多くなる傾向が続いた。今年度は 7件の調査が行われ、昨年度未報告の 3件の調査を

併せて報告している。

本田池遺跡は、東西に細長い形状を呈した遺跡である。周知されている形状から調査件数は少なかっ

たが、今年度は初めて個人住宅新築に伴 う調査が 1件行われ、これを報告している。

座頭池遺跡は、平成 2年度の分布調査で周知された遺跡であるが、大半が水田でありこれまで東縁

辺部で数件の調査が行われたにすぎなかった。今年度は遺跡東側部分で 1件の調査が行われ、これを

報告している。

岡田西遺跡は、平成 3～ 5年度にかけて市道市場岡田線新設に伴い大規模な調査が行われたものの、

これに続く市道に面した部分では、これまで開発はほとんど無かつたため規模の大きな調査は行われ

てこなかった。しかし、昨年度初めて市道市場岡田線沿いで開発が行われ、これに伴 う調査を含めた

未報告分 2件の調査を報告している。

中小路西遺跡は、平成 2年度に分布調査で周知された遺跡である。これまで遺跡を北西から南東に

貫く市道の西部で多くの調査が行われ、中世を中心とした遺跡であることが判粥している。今年度は

遺跡のほぼ中心となる市道の北東側でも 1件の調査が行われ、これを報告している。

北野遺跡は、市域では比較的古くから周知されており、個人住宅や開発ともに多くの調査が行われ

成果を挙げている。

一方、中小路遺跡は北野遺跡と同様に古くから周知されている遺跡であるが、ほとんどの地域が水

田で残されているため調査はほとんど行われていない。今年度は北野遺跡の南西部から中小路遺跡の

東部にまたがる地域で 1件の調査が行われ、これを報告している。

仏性寺跡は、古くから中世寺院として知られているが、伽藍に直接かかわる遺構は検出されていな

い。遺跡の北西部で昨年度未報告分 1件の調査を報告している。
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第 1表 平成20年発掘および試掘1調査届出‐覧表
名成2o年 12月 31日現在

年  月
発 掘 試 掘 合 計

件 数 面積|(ぜ ) 件 数 面積 (督う 件 数 面積 (m2う

20年 1月 4 と,680.81 2 2,628ゃ 64 6 4309.51

2月 2 2,1.65191 2 Z,43512C 4 4601,14

8月 5 1,258.21 2 島968i― 餌 7 7,22a.9C

4月 8 Q180.81 4 lα 012寝
・２

16,143.81

5月 4 島952.2E 2 2,483.辰 6 5,435.8C

6月 2 230152 0 0.OC 2 2301-.5,

7月 ０
゛ 430.6g 899.01 4 1,.32917(

8月 4 乳769i5も 2 1悦 374・もt 6 lS,141i 1

91月 0 0.OC 0 0.OC 0 0.OC

10月 2 3)132,0〔 0 α OC
２

・
a)132.0〔

1l j珂 3. 1,988.44 554● 7' 4 2).493.21

12月 2 30613ξ 0 910C 2 806.13ξ

合 計 39 22,99518[ 16 3嚇 866.9〕 515 5鶴 35217(
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第 2章 男里遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL.1、 2)

男里遺跡は市域平野部の北西端に位置し、男里川右岸に形成された沖積地上に展開する旧石器時代

から近世に至る複合遺跡である。

地形的には、遺跡中央に位置する金熊寺川旧河道によって形成された氾濫原を主とし、氾濫原東縁

に沖積段丘が、さらに遺跡西縁を流れる現男里川河道に沿つて自然堤防が発達している。遺跡中央に

位置する双子池は旧河道の痕跡とされ、南北 2つの溜池の間を「信長街道」①が横断する。北に位置

する双子下池は 13世紀以降に築造②され、上池については 17世紀代の築造を経て、20世紀前半の拡

大によつて現在みられる姿になつたものと考えられている③。現在段丘上には馬場集落があり、自然

堤防上には男里集落が立地する。一方、氾濫原は主に耕作地≧して利用されているが、近年氾濫原と

段丘との境界を縫 うように大規模な府道が建設されたことで、新たな開発が増加 し、周辺の景観も大

きく様変わりしつつある。

男里遺跡では、昭和 50年代より本市教育委員会をはじめとして、大阪府荻育委員会や (財 )大阪

府文化財センター等による発掘調査が実施され、調査件数の多寡では市内では群を抜くものである。

こうした調査によって、これまでに旧石器時代にはじまる数多くの成果が蓄積されており、各時代の

大まかな分布も知られつつある。以下にその概要を述べる。

縄文時代後期以前の資料は採集品や二次移動を受けたことが明らかなものに限られる。旧石器時代

のナイフ形石器
④が双子下池より採集され、遺跡南東部より縄文時代中期末から後期初頭の遺物が出

土⑥するものの、いずれも遺構に伴 うものではなく、詳細は明らかでない。縄文時代晩期には双子池

北方において長原式併行期のピント
◎
、遺跡北西縁から北縁部において滋賀里Ⅲ oⅣ式期の溝⑦や谷⑥、

遺跡北西部や双子上池において流路
⑨が確認されている。滋賀里期の遺物にはサヌカイ ト原礫やチッ

プ、石棒なども含まれることから、近隣に集落が存在する可能性が高い。縄文後期から晩期には遺跡

中央から北西部、氾濫原に属する地点に活動の中心が求められる。遺跡中央に位置する双子上池堤体

部の調査では長原式期と弥生時代前期の土器が同一の包含層より出土している
⑩
。

弥生時代前期には双子池の南方に遺跡が展開するものと推定されるが、資料が限定的であり明確さ

に欠ける。中期前葉には、遺跡北西縁部の先にみた谷の埋土上層に遺物が含まれ、谷の南東側に集落

が求められる。中期中葉から後葉には遺跡の南東部にあたる沖積段丘上において、30数棟の竪穴住居

をはじめ、掘立柱建物や方形周溝墓、木棺墓などからなる集落が展開する
⑥
。集落の西側には自然流

路を利用した大溝が存在し、絵画土器を含む多量の遺物が出土している。大溝や地形的な条件から集

落は南北 200m、 東西 100mの範囲に展開するものと考えられている。遺物はⅣ様式のものが主体を

占めており、時期的に限定された集落といえる。集落の北西約 500mに位置する双子下池堤体部の調

査において当該期のまとまった資料が知られるほか⑫、近年は遺跡南東部に位置する05-8区、06-
1区、06-9区⑬などにおいて新たな資料の獲得が相次いでいる。特に上記集落の中心部より南西約
150mに位置する05-8区 では大量の弥生土器や石器が出土し、明確な遺構輪郭は不明であるが自然
流路を利用した大溝などと考えられるものであった。遺物の遺存状態が良好なことから意図的に破砕
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した土器を投棄した可能性が指摘されている。

弥生時代後期から古墳時代にかけて明確なまとまりを持つものは少ない。庄内併行期から布留式期

には双子池内部を南北に縦断する流路および流路東岸に展開する集落が確認されている。集落は方形

竪穴住居
④
や掘立柱建物、井戸

⑮よりなるが、その広がりについては明瞭でない。続く古墳時代中期に

属する遺構や遺物は今のところ知られない。後期には遺跡北西縁部にあたる氾濫原上に竪穴住居
⑮が

確認されている。

飛鳥、奈良時代には遺跡の中心部、双子池の周辺へと活動の中心が移動する。双子池の東西両岸に

あたる地点より竪穴住居、掘立柱建物、廃棄土坑など
°が確認され、遺跡北西部においても掘立柱建

物
⑪が確認される。また双子池北端部ではしがらみを備えた流路

①が確認されている。

平安時代では双子池西側に掘立柱建物
⑩
、双子池北東にも掘立柱建物

②
や廃棄土坑

⑫などが確認され

る。いずれも 10世紀後半代のものである。これらに少し遅れて北西部において掘立柱建物よりなる

墨

審 l憔

川

９

＼

＋

―

淫
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集落
②が出現する。同時代に関連するものとして、延長 5(927)年成立の『延喜式』に和泉国駅と

して日部および成映の駅に馬七疋が備えられたことが記され、同神名帳には日根郡男神社が登記され

ている。現在も遺跡の南西端に鎮座する男神社である。一方成哄駅の実態は明らかではなく、当時の

南海道のルー トも確定していない。とはいえ男里遺跡は古代南海道の推定ルー ト②に面しており、上

述したように考古学的にも前代より連綿と遺構、遺物が確認されることから、呼聡郷の中心地であつ

た可能性が高く、成映駅を周辺に求めても大過ないものと思われる。

平安時代末から鎌倉時代には、前代の集落域に加えて、遺跡南東部、現馬場集落の南端においても

集落が現れる
⑮
。周辺では瓦類の出上が顕著

⑮で、小学より「安狼寺」の存在が想定される。同様に

現男里集落の南西部においても瓦類が多く出土
②しており、現在の光平寺に連なるものと考えられる。

昨年度紹介した光平寺跡出土資料
°には 12世紀後半から 14世紀までの軒瓦がみられ、他に 15世紀

の上器類がまとまって出上していることから、中世光平寺は 12世紀後半の創建の後、14世紀に至る

まで屋瓦の補修を伴 う維持管理がなされ、15世紀代に何らかの伽藍縮小の動きがあったものと推測さ

れる。ほぼ同時期に集落が共存するという状況は以降も継承されたものとみえ、中世の遺物包含層が

現男里集落内および馬場集落北方に多く確認されている。現在みられる集落域が中世を経て形成され

たものであることを示唆するものといえよう。さらに詳しくみれば、遺跡南東部の集落は現馬場集落

南端周辺に展開する一群と、より南方に展開する一群
⑩があり、後者では鍛冶炉と考えられる遺構や

12世紀の遺物が顕著に出土するものの長くは存続せず、13世紀代には廃絶しているようである。現

馬場集落南端の一群においても 13世紀から 14世紀の集落と集落廃絶後に設けられた大規模な溝が確

認されている
⑩
。溝は集落廃絶後の耕地開発に関連するものと考えることが可能であり、集落域その

ものは北に移動し、現在の馬場集落と重なる地′点へと移つたものと予測される。

こうした中世後半を画期とする集落の動向はいわゆる集村化現象として捉えることが可能である。

市内の遺跡においても、いくつかの例
⑪を挙げることができる。中世後半以降に形成された集落は伝

統的景観を形成しつつ、現在に連なつていく。

第 2節 08-1区 の調査

1.位置 (第 1、 2図 )

調査区は遺跡の南西部にあつ

て、国道 26号 「幡代」交差点よ

り約 200m北上 した地点である。

地形的には沖積段丘もしくは氾濫

原に属する。

近年、周辺での調査が相次いで

いる。南約 50mに位置する06-

1区や北西約 100mに位置する 05

-8区 より弥生時代中期の遺物が

多く出上している
⑫
。

第 2図 男里遺跡 08-1区地閣
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現況は更地であり、 トレンチは lヵ 所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.3、 6)

盛土 (1層、約 70 clll)を 除去すると暗灰色シル ト (2層、約 10 cIIl)、 淡灰褐色混じり暗橙色砂質

シル ト (3層、約 15 clll)、 淡灰褐色混じり暗褐色砂質シル ト (4層、約 20 clll)の 各層がそれぞれ水

平堆積を呈する。続いて淡暗褐色砂 (5層、約 20 clll)が ほぼ全域にみられるが、 トレンチ南端部で

は 6層である淡暗褐色操混上が露呈する。 2層は現代の耕作上、3層は床上、4層は旧耕作上である。

5、 6層はともに河川性堆積による。 5層ならびに 6層の上面において精査を行つたが、遺構は確認

されなかった。

3.遺物 (PL.15、 第 3図 )

1は土師器小皿である。層位的な取り上げが行えなかつたため、出土層位は明らかでない。日縁の

一部にわずかに煤が付着しており、灯明皿と考えられる。底部より明瞭な稜線を描いて鋭く立ち上が

る体部を持つ。体部から口縁部、内底面の一部がヨヨナデが加えられる。内底面には 1条の暗文が認

められる。暗い乳白色を呈する。

第 3節 08-2区 の調査

1.位置 (第 1、 4図 )

調査区は、遺跡南東部の現在の馬場集落西端に位置している。府道金熊寺男里線に面しており南方

約 150mの道路部分の調査⑬では、弥生中期の集落中心部分が確認されている。地形的には男里川の

氾濫原上に立地するものと考えられる。 トレンチは擁壁部分と建物部分に4ヵ 所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.3、 6)

第 1ト レンチは、滋味土 (約 20 clll)、 現代の床上である赤褐色砂質シル ト (約 10 cm)の 下層には

褐色砂質シル ト (約 10 cIIl)、 暗黄褐色粘性シル ト (約 50 cIIl)を 介在しクサリ探を多量に含んだ暗黄

褐色粘性シル トの地山に至る。遺構は検出されなかった。遺物は 3層の褐色砂質シル トから弥生時代

の飯蛸壺 (2～ 6)が出土している。

第 2ト レンチは、第 1ト レンチ同じく滋味土 (約 15 clll)、 赤褐色砂質シル ト (約 5 clll)、 褐色砂質

シル ト (約 20 clll)、 暗黄褐色粘性シル ト (約 15 cm)と 続くが、地山の 6層上面にクサリ操を多量に

-1 1 0N 08-1優正

2ハV6 0N 08-2じこ

第 3図 男里遺跡出土遺物

亀

併
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含んだ暗褐色粘性シ

ル ト (約 25 cm)を介

在することが確認 さ

れた。遺構・遺物は

確認されなかった。

第 3ト レンチは、

第 2ト レンチとほば

同じ層位 を示 し、滋

味土 (約 20 cm)、 赤

褐色砂質シル ト (約

10 clll)、 褐色砂質シル

ト (約 15 clll)、 暗黄

褐色粘性シル ト (約

25 cm)ク サ ジ礫混入

暗褐色粘性シル ト (約

35 clll)、 クサリ礫混入

暗黄褐色粘性シル ト

(地山)と なる。遺構・

遺物は確認されなかった。

第 4図 男里遺跡 08-2

第 4ト レンチは、滋味土 (約 15 cIIl)、 赤褐色砂質シル ト (約 5 clll)、 褐色砂質シル ト (約 15 cm)、

クサリ礫混入暗褐色粘性シル ト (約 30 cIIl)、 クサリ礫混入暗黄褐色粘性シアレト (地山)と なり、 4層

である暗黄褐色粘性シル トは確認されなかった。遺構 。遺物は確認されなかった。

3.遺物 (PL。 15、 第 3図 )

2～ 6は第 1ト レンチより出土した弥生土器飯蛸壺である。いずれもほぼ同程度の法量のものであ

るが、全体に丸みを帯び、玉子形を呈するもの (2、 3)と 、平底から直線的に立ち上がる体部を持

つもの (4～ 6)に分けることが可能である。現状では 2～ 4の 口縁端部よりl cm程下がつた位置に

それぞれ lヵ 所の穿孔がみられる。穿孔は外面より行 う。摩滅が激しく器壁外面の調整については詳

らかでないが、内面には縦方向のナデ調整が顕著に残 り、全林を手づくねにより成形したものと考え

られる。図示しなかつたが、同時に別個体の底部が 5点出土している。調査範囲が狭く、遺構である

という確証は得られなかったが、他に弥生土器等が全く出上しておらず、一般の包含層とは考え難い。

飯蛸壷のみを選別し、廃棄したものであろうか。

第 4節 08-3区 の調査

1.位置 (第 1、 5図 )

調査区は遺跡東部、双子池の東方約 200mに位置する。西に府道金熊寺男里線が面し、南には所謂

“
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「信長街道」が面する。

地形的には氾濫原 と

沖積段丘の境界に立

地している。

調査区の南に隣接

する96-1区 ⑭では

飛鳥時代の掘立柱建

物や竪穴住居、廃棄

土坑が確認 されてお

り、また 96-1区西

側の府道敷きの調査

においても同時代の

掘立柱建物をはじめ

とする多 くの遺構が

確認されている
⑮
。

現況は休耕地であ

り、 トレンチは擁壁

第5卜 L7ンチ

|、
イ:イI:|・・イ
‖

＼＼

i
ン チ

i na4
1i l
第1?ト レンチ

i,    I

第11喧レンテ特

■  ,

II゛
＼

″…口に_ユ  |ヽ
モ
、ふ

部分および建物部分について 12

第 5図 男里遺跡 08-3区 地形図

ヵ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.3、 6)

上述のように全 12ヵ 所の トレンチを設けたが、各 トレンチ共に基本的な層序は概ね共通するもの

であつた。以下、最も代表的な第 2ト レンチについて、詳細を述べる。

暗灰黒色土 (1層、約 20～ 30 cm)、 暗橙色混じり淡灰褐色砂質土 (2層、約 5～ 20 clll)、 暗褐色

シル ト (3層、約 30 cm)と続き、地山であるにぶい黄褐色シル トヘと至る。このうち 1層は耕作上、

2層は床土である。 3層 は男里遺跡の北半部において広く分布する黒褐色系土層に対応するものと考

えられ、本調査区においてもほぼすべての トレンチにおいて確認された。中でも調査区の北端に位置

し、地形的に低い第 3～ 5ト レンチにおいて最も厚く堆積している。 3層の影響により地山上面が黄

灰色へと変化するほか、 3層 と地山との攪拌層が確認される地点も多い。

各 トレンチにおいて 3層ならびに地山面において精査を行ったが、遺構は確認されず、また遺物も

出土しなかった。

第 5節 08-4区 の調査

1.位置 (第 1、 6図 )

調査区は遺跡北束部にあつて、府道堺阪南線「双子池北」交差点の東約 150mに位置する。地形的

には沖積段丘に属する。周辺には比較的多くの耕作地が残るが、近年の宅地開発によつて少しずつ景

観が変わりつつある地点である。調査区の南西約 50mの地点において 05-4区⑮をはじめとして数

一 H―



件の調査が行われてお り、明確な

遺構は未確認ながらも、比較的安

定した地山面と地山直上に厚く堆

積する黒褐色系土層が共通して確

認されている。

現況は更地であり、 トレンチは
2ヵ 所設定 し、東から西へ第 1、

2ト レンチと呼称する。

¶

科

寺 FDラ了

2.層 位 と遺 物 の 出 土 状 況

(PL。  3、  7)                       9ぅ

暗灰褐色砂質土 (1層、約 20 om)、

褐色混 じり暗灰褐色砂質土 (2層 、

約 10～ 30 cm)、 暗褐色シル ト (3層、約 20 clll)と 続き、地山であるにぶい黄褐色シル トヘと至る。

このうち 1層は耕作土、 2層 は旧耕作土と考えられるもので、第 2ト レンチでは 1層は既に除去され

ていた。また 3層上面において耕作に伴 う多くの起伏が生じている。 3層 は周辺で広く確認される黒

褐色系土層に対応するものと考えられるものである。第 1ト レンチの方が若干淡く、僅かに地山土の

ブロックを含むという違いが認められる。地山を構成するシル ト層は粘性が弱く、幾分不安定な様相

を呈するものである。特に第 2ト レンチの西半では円礫を多く含み、より不安定な状況を示す。地山

上面において精査を行ったが、遺構は確認されなかった。また遺物も出土しなかった。

第 6節 08-5区 の調査

1.位置 (第 1、 7図 )

調査区は遺跡北東部にあって、

府道堺阪南線 「双子池北」交差点

の西約 50mに位置する。地形的に

は旧河道もしくは氾濫原に属する。

調査区の南東約 50mに 95-2区 ⑦、

96-17区 ⑬が位置する。95-2

区では前節でも触れた黒褐色系土

層をベースとする平安時代集落が

確認されている。また東に隣接す

る96-17区では黒褐色系土層を

削平したうえで耕地としているこ

とから、集落がさらに東方へと広

がつていたものと考えることが可

第 7図 男里遺跡 08-5区 地形図

工
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図 男里遺跡 08-4区地形図
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能である。同様に黒褐色系土層の削平を伴 う耕作地は本調査区の東約 50mに位置する府道敷きの調

査①においても確認されている。

現況は更地であり、 トレンチは 2ヵ 所設定した。東から西へ第 1、 2ト レンチと呼称する。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.3、 7、 8)

確認された層序は両 トレンチ共に概ね共通する。盛土 (1層、約 80 cm)以 下、灰色砂質土 (2層、

約 15 cIIl)、 淡灰褐色混じり暗橙色砂質土 (3層、約 20 cm)、 淡灰褐色砂質土 (4層、約 15 cm)が い

ずれも水平堆積を呈し、暗褐灰色シル ト (5層、約 20～ 50 cm)を経て、地山である暗褐黄灰色礫混

土へと至る。 2層および 3層は現代耕作土と床上、 4層は旧耕作土と考えられる。 5層 は周辺でみら

れる黒褐色系土層に対応するものと考えられるものである。地山はクサリ礫を多く含むもので、若千

不安定な様相を示すが、第 2ト レンチ北半においては 5層直下に安定したにぶい黄灰色シル トが露呈

しており、地山の状況が一様でないことが確かめられた。

5層ならびに地山上面において精査を行つたが、遺構、遺物は確認されなかった。

第 7節 08-6区 の調査

1.位置 (第 1、 8図 )

調査区は遺跡の北部にあつて、

府道金熊寺男里線 「男里原田」交

差点より南西約 200m、 双子池北

方に広がる耕作地に含まれる地点

である。地形的には旧河道に属す

る。調査区の東約 20mに 98-4

区、西隣接地には 97-8区 ⑩がそ

れぞれ位置し、いずれも氾濫原や

旧河道に属する旧地形が明らかと

なつている。

現況は休耕地であり、 トレンチ

は lヵ 所設定した。

2.層 位 と遺物 の出土状 況

(PL. 3、  8)

0             30m

;＼
第 8図 男里遺跡 08-6区地形図

現代耕作上である灰黒色シル ト (1層、約 15 cm)お よび床上である橙灰色土 (2層、約 15 cIIl)、

旧耕作上である橙色混じり淡灰褐色砂質土 (3層、約 15 cm)の各層が水平堆積を呈し、以下それぞ

れ自然堆積である暗褐色砂質シル ト (4層、約 50 cm)、 淡暗灰褐色砂質シル ト (5層、約 10 clll)、 暗

青灰色シル ト (6層、約 20 clll)、 暗青灰色砂礫 (7層、約 15 cIIl)と続き、にぶい暗黄褐色粘土へと

至る。同層は トレンチ東側において還元し青灰色を呈する。
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7層直下において精査を行つたが遺構は確認されず、

たが、取り上げ不能であつたため詳細は不明である。

第 8節 08-7区 の調査

遺物は 7層 に土師器細片が僅かに含まれてい

1.位置 (第 1、 9図 )

調査区は遺跡の北端部にあつて、

府道金熊寺男里線 「男里原田」交

差点より西へ約 100mに位置する。

地形的には旧河道もしくは氾濫原

に属する。周辺では調査区の南東

約 50mに位置する97-7区 ◎に

おいて 8世紀後半の遺構、遺物が

確認されている。

男況は旧耕地であり、 トレンチ

は lヵ 所設定した。 |          
＼

2.層 位 と遺物 の 出土状況        第 9図 男里遺跡 08-7区 地形図

(PL. 3、  8、  9)

淡灰黒色土 (1層、約 30 cm)、 淡灰褐色混じり暗橙色土 (2層、約 10～ 30 cm)、 褐灰色～暗褐色

礫混土 (3層、約 10～ 20 cIII)と続き、地山である淡橙黄色礫混シル トヘと至る。 トレンチの南東隅

では淡橙黄色礫混シル トの上に同じく地山と考えられる黄白色礫混上が存在する。 1、 2層は現代耕

作土および床上であり、 3層をベースとする耕作関連の落ち込みが存在する箇所もある。 3層は 08

-3区などにおいてみられた黒褐色系土層に対応するものと考えられる。地山には起伏が多くみられ、

やや不安定な状況を示している。窪みには 3層が堆積しており、調査ではそれらが不定形の上坑とし

て検出された。規模の大きなもので長径 2m、 短径 lm、 検出面よりの深さ40 cmを測る。自然地形

によるものと考えられるほか、風倒木である可能性もある。こうした土坑のほか、遺構は確認されず、

遺物も出上しなかつた。

第 9節 07-8区 の調査

1.位置 (第 1、 10図 )

調査区は遺跡の南端にあつて、国道 26号 「幡代」交差点の北西に接する。現幡代集落の北端に位

置する耕作地であり、地形的には沖積段丘に属する。周辺では調査区の北西約 100mの 地点において

数件の調査が行われており、91-13区 ⑫では弥生から古墳時代に埋没した開析谷やピットが、91-

15区 ④では弥生時代以前の不定形の落ち込みなどが確認されている。

現況は休耕地であり、 トレンチは lヵ 所設定した。

ざ
．
中一ギ
一

。″
―

Ｏ
　

Ｓ

　
　

　

　

　

　

‐
１

，

Ｖ

η

′

‐

　

　

′
′
サ
ｆ

ぜ

・ヽ▼，）ゞ
ヽ

―-14-一



2.層 位 と遺 物 の 出土 状 況

(PL。 4、  9)

現耕作上である暗灰黒色土 (1

層、約 15 clll)、 淡灰褐色混 じり淡

橙色砂質シル ト (2層、約 15 cm)

を除去すると、淡灰褐色砂質土 (3

層、約 30 clll)を経て、地山である

にぶい黄褐色シル トヘと至る。 3

層は旧耕作上であり、部分的に地

山との間に暗褐灰色シル ト (4層、

約 10cm)が 介在する箇所もある。

4層からは遺物は出上しなかった

が、 3層 に同層のブロックが含ま

1.位置 (第 1、 ■ 図)

調査区は遺跡の南東縁部にあっ

て、国道 26号 「幡代北」交差点の

北約 100mに位置する。現馬場集

落と幡代集落の間に広がる耕作地

に含まれ、地形的には沖積段丘に

属する。調査区周辺は府道建設に

伴 う発掘調査によつて遺跡範囲が

拡大された箇所にあたり、その他

の調査はこれまで行われていない。

現況は更地であり、 トレンチは

lヵ 所設定した。

2.層 位 と遺 物 の 出土状 況

(PL。 4、  9)
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第 10図  男里遺跡 07-8区地形図

れること、さらに弥生土器かと思われる極細片が含まれることからすると、4層は遺物包含層である

可能性が考えられる。地山であるにぶい黄褐色シル トは粘性が弱く、やや軟弱な地盤である。調査終

了後の工事立会によつて、地山は約 1,3mの厚さで堆積し、直下に河川性堆積による礫層が広がって

いることが確認された。

地山上面において精査を行つたが遺構は確認されず、遺物も3層にみられたほかは全く出上しな

かつた。

第 10節 07-9区 の調査

濫

第 11図 男里遺跡 07-9区地形図

-15-



盛土 (1層、約 80～ 100 cm)を除去すると、部分的に耕作上である暗橙色混じり暗灰褐色砂質土 (2

層、約 10cm)が みられるが、基本的には暗褐色礫混土 (3層、約 30～ 50cm)、 暗灰色礫混シル ト (4層、

約 30 cm)を 経て暗灰色砂礫へと至る。 4層 は トレンチの北端にのみ存在するもので、大半の地点で

は 3層直下に 5層が広がる。これら3～ 5層はいずれも河川性堆積を示すことから、調査区は氾濫原

もしくは段丘上の谷地形に含まれるものと考えられる。遺物は出土せず、遺構も確認されなかった。

第 11節 07-10区 の調査

レンチ |

0             30m

図 )

下

ウ　

イ

第 12図 男里遺跡 07-10

されている。現況は休耕地であり、 トレンチは3ヵ 所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.4、 10)

いずれの トレンチも基本的な層序は共通している。以下、第 3ト レンチを中心に説明を加える。灰

黒色土 (1層、約 20cm)、 暗橙色混じり暗灰褐色砂質土 (2層、約 20cm)、 黄灰色砂質土 (5層、約

15cm)、 暗灰褐色混じり淡暗褐色シル ト (7層、約 10～ 20cm)と続き、にぶい黄灰色シル ト (8層、

約 40～ 60 cm)へと至る。 1、 2層は現耕作土および床上であり、 5層 は旧耕作上である。にぶい黄

灰色シル ト以下には氾濫原を構成する砂礫層が複数みられることから、氾濫原の窪地に自然堆積した

ものと判断される。同層上面において精査を行つたが遺構は確認されなかつた。また遺物も出土しな

かった。

|  
‖

区地形図
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第 3章 本田池遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL.1、 2)

本田池遺跡は市域平野部の中心にあって、現在の鳴滝集落の南西に位置する。地形的には市域平野

部の大半を占める低位段丘上に立地する。低位段丘北東部においては、岡田遺跡をはじめとする樫井

川左岸の遺跡群が知られるが、対照的に遺跡分布が疎な北西部においては、現在のところ周知される

ものとしては本遺跡が唯―である。

遺跡の大半が耕作地であり、調査機会はそれほど多いとは言えないが、これまでに数件の調査が行

われている。本調査区の北西約 50mに位置する94-1区°では近世以降の耕作痕のほか、本田池築
造以前、中世に属するかと推定される溝が確認され、周辺の開発が中世に遡りうる可能性が指摘され

る。また北東約 130mに位置する98-1区②では近世以降の耕作痕が確認されており、94-1区と合
わせて近世以降の土地利用に大きな変遷がなかったことが何える。

遺跡の南西には遺跡の名称ともなった本田池が位置する。本田池は近世以降に段丘上の緩やかな谷

地形を堰き止めて築造されたと推定されるものであり、本田池の築造を待つて周辺の耕地開発が本格

化したものとすれば、現在知られる遺跡分布とも矛盾しないのではないだろうか。今後の更なるデー

タの蓄積が待たれる。

も脅▼妹

|!!締詳|

轄

幾

13図
苺
第 本田池遺跡、座頭池遺跡、岡田西遺跡、中小路西遺跡、

北野遺跡 口中小路追跡、仏性寺跡調査区位置図
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第 2節 08-1区 の調査

1.位置 (第 13、 14図 )

調査区は遺跡の南西縁にあつて、

遺跡の西部を南北に縦断する市道

敷きに面する地点である。本田池

東堤の北東約 100mに位置する。

地形的には低位段丘に属するも

のと考えられる。先述した 94-1

区のうち、本田池築造以前の溝が

検出された トレンチヘは南西約 50

mと 近接することから、本調査区

においても中世に遡 りうる資料の

獲得が期待された。

現況は更地であり、 トレンチは

lヵ 所設定した。

/て,r/″
ン

註 ①

②

/
第 14図 本田池遺跡 08-1区 地形図

2′ .層位と遺物の出土状況 (PL.4、 10)

盛土 (1層、約 lm)以 下、淡橙色砂質シル ト (2層、約 10 cIIl)を経て、地山である黄白色砂質
シル トヘと至る。 2層は床上であり、盛土にも耕作上が少なからず含まれていることから、かつては

耕作地であり、盛土施工時に耕作土のみ除去したものであることがわかる。地山はクサリ礫を多く含

む。地山面において精査を行つたが、遺構は確認されなかった。またいずれの層位からも遺物は出土

しなかった。

泉南市教育委員会「本田池遺跡94-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅡ』(1995)
泉南市教育委員会「本田池遺跡98-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅥ』(1999)
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第 4章 座頭池遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL.1、 2)

座頭池遺跡は市域平野部の中央北端、座頭池の北西に位置する。現在の樽井および岡田集落のほぼ

中間地点にあつて、大半が耕作地として利用されている地点である。地形的には遺跡の中央部分を低

位段丘が占め、その両側に氾濫原および谷底低地がみられる。遺跡の南方に接する座頭池は段丘上の

浅谷の北端を堰き止めて築造されたもので、本来的には遺跡の立地する氾濫原や谷地形と一連のもの

であると考えられる。谷地形は現状においても観察され、遺跡東側では、最大比高約 4mを測る。

現在、遺跡の中央北部、段丘の先端部が墓地となっており、周囲の氾濫原に属する地点は耕作地と

して利用されている。こうした条件下、これまでに行われた調査はさほど多くなく、未だ実態のある

遺構、遺物は認められていない。一方、地形的に浅谷の右岸にあたる本遺跡の南東には弥生時代前期

の集落が確認された氏の松遺跡
①をはじめ、中世の集落や生産地である岡田遺跡、岡田西遺跡といつ

た遺跡群が展開している。現状ではこうした遺跡群と本遺跡との関連性は希薄と言わざるを得ないが、
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今後デーータの蓄積が進めば、周辺遺跡の動向を踏まえた地域史を再構築することも可能であろうゃ

第 2節 08-1区 の調査

1.位置 (第 13、 15図 )

調査区は遺跡のほぼ中央、座頭池北西隅より北へ約 150mの地点である。地形的には氾濫原および

谷底低地に属するものと考えられ、現況においても調査区の周囲には比高約 1～ 2mを測る一段高い

耕作地が認められる。

調査では谷地形を踏襲しているものと考えられる歪な地割を持つ対象地の南端にトレンチを lヵ所

設定した。

2_層位と遺物の出土状況 (PL.4、 ■)

2m近い盛土を除去すると灰黒色シルトが表れる。現代の耕作土と考えられるもので、盛土中にか

なり新しい廃棄物が含まれていることから、近時の造成によつて埋め立てられたことが明らかであり、

周辺はかなりの改変が行われているものと判断される。遺構、遺物は確認されなかった。

註 ① 泉南市歓育委員会『岡田西・氏の松遺跡群発掘調査報告書』(1995)
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第 5章 岡田西遺跡の調査

第 1節  既往 の調査 (PL.1、 2)

岡田西遺跡は市域中央北端、現中小路集落の北西に位置する。氏の松遺跡、岡田遺跡と接しており、

樫井サll左岸の低位段丘上に展開する遺跡群の一つである。遺跡の南東端を府道堺阪南線が東西に横断

し、また北東には市道市場岡田線が南北に縦断している。また遺跡の南西端は座頭池に接しており、

座頭池を挟んで座頭池遺跡と向き合 う形となる。

本遺跡は平成元年度、市道建設に先立つ試掘調査によって発見されたもので、その結果を受け、平

成 3～ 5年度には、市道予定地についての全面調査が実施されている①。以下にその概要を述べる。

縄文時代の有舌尖頭器 が地 山直上の包含層 より出上 している。二次移動 を受 けてお り、

またかなり風化も進んでいるため、これだけで遺跡の有無を語ることはできないが、周辺に縄文時代

遺跡が存在した可能性は否定できない。今後の動向が注目されるものである。また本調査に先立つ試

掘調査において縄文時代晩期の上器がわずかに出上している。同様に包含層からは古墳時代末期の遺

物が比較的まとまつて出上しているが、いずれも遺構に伴 うものではない。本遺跡の北東約 l kmに位

置する岡田東遺跡
②では同時期の竪穴住居や掘立柱建物が確認され、また南東約 2 kmに位置する海会

寺跡
③においては寺院東隣の集落開始期にあたっており、この頃樫井川左岸における開発が本格的に

開始されたものとみることができ、本遺跡もこうした動向の影響を受けている可能性が高いものと考

えられる。その後、古代の遺物がわずかに出上しているものの、前代の傾向と大きな変化は伺 うこと

はできない。

調査 で は基本 的 に

査において 13世紀初

頭に属する大規模な

溝が確認 されている。

灌漑水路 と考えられ

るもので、段丘面の

耕 地 開発 の 開始 を

物語 るものである。

これ らの溝 は 比

較 的短 期 間 で役 目

を終 え、新 た に 中

小規模の水路による

灌漑形態へ と移行 し

ている。生産能力の

成熟に伴 うものであ

ろう。14世紀末～ 15

世紀初頭には一時的

2面 の遺構 面が確認 され てい る。 うち 2面 にあた る地 山面での調

第 16図 岡田西遺跡 07-1区 地形図
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に丼戸による灌漑が行われるが再び水路を用いた灌漑形態へと戻つている。その後、近現代に至るま

で連綿と耕作が続けられており、その間の土地利用に大きな変化がなかったことが、現代の地割と一

致する耕作痕の方向より明らかである。

このように中世前半を画期として段丘の耕地開発が開始されたという状況は、中小路西遺跡など

の調査成果
④とも合致するもので、開発のおよんだ範囲がかなり広範囲であつたことを示唆するもの

である。樫井川左岸における土地利用の変遷が具体的に明らかとなった意義は大きい。

第 2節 07-1区 の調査

1.位置 (第 13、 16図 )

調査区は遺跡の南束部にあつて、市道市場岡田線 「中小路南」交差点の北西に接する地点である。

現中小路集落の北西に拡がる耕作地に含まれており、地形的には洪積段丘低位面に立地する。周辺

では先の市道建設に伴 う調査によって中世の耕作痕や井戸といつた耕作関連遺構が確認されているほ

か、調査区の北西約 200mに位置する00-1区⑤においても中世の耕作痕が確認されている。

現況は休耕地であり、擁壁および建物部分について 8ヵ 所の トレンチを設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.4、 11、 12)

確認された層序は各 トレンチともに概ね共通している。調査区のほぼ中央に位置する第 2ト レンチ

では、灰黒色土 (1層、約 20 clll)、 淡灰褐色混じり暗橙色砂質土 (2層、約 10cm)、 淡灰ttB色砂質土 (3

層、約 10 cm)の各層が水平堆積し、さらに黄白色粘土 (4層、約 15 clll)を経て、淡黄白色粘上の地

山へと至る。このうち 1～ 3層は現代耕作土と床上である。 4層はマンガン粒の沈着が著しく、他の

トレンチでは4層直上に旧耕作上である淡暗灰褐色上が確認される。先にみた市道部の調査では、旧

耕作土上面において無数の耕作痕が確認されている。

地山である淡黄白色粘土は調査区東半にのみ分布し、西半では暗橙色礫混土による地山が確認され

た。安定した地山面がさほど広範囲には広がっていないものと考えられる。地山の標高は 12.2mか

ら 11,7mを測り、大きくは東から西へと傾斜している。

地山上面において精査を行つたが、遺構は確認されず、またいずれの層位からも遺物は出土しなかつ

た。

第 3節 07-2区 の調査

1.位置 (第 13、 17図 )

調査区は遺跡南西端にあつて、府道堺阪南線 「中小路南」交差点の南西約 250m、 遺跡の南西に位

置する座頭池の東堤に接する地点である。地形的には洪積段丘低位面に属する。調査区は 06-1区◎

として調査の行われた地点に含まれており、その際の調査では現耕土直下に地山が露呈するという結

果が得られている。

現況は更地であり、 トレンチは lヵ 所設定した。
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2.層 位 と遺 物 の 出 土 状 況

(PL. 4、  12)

盛土 (1層、約 1,4m)を 除去

すると、灰黒色シル ト (2層、約

15 cIIl)、 灰褐色混 じり橙色砂質土

(3層、約 20cm)が 確認 され る。

2層 は現耕作土、 3層は床上であ

る。 3層直下に地山である黄白色

粘上が広がる。遺構、遺物は確認

されなかった。06-1区 と同様に

現耕作土直下に地山が露呈するこ

とから、調査区一帯は大規模な削

平を受けているものと考えられる。

引

引

＼

＋

―

①

②

③

④

　

⑤

⑥

註 泉南市教育委員会『岡田西・氏の松遺跡群発掘調査報告書』(1995)

泉南市教育委員会「岡田東遺跡 91-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書X』 (1993)
泉南市教育委員会『海会寺―海会寺遺跡発掘調査報告書―』(1987)

泉南市教育委員会「中小路西遺跡 93-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XI』 (1994)
泉南市教育委員会「中小路西遺跡 98-2区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅡ』(1995)
泉南市教育委員会「岡田西遺跡 00-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書X区』 (2002)
平成 18年度、泉南市教育委員会による発掘調査、『泉南市遺跡群発掘調査報告書XXV』 (2008)イこ調査区位置掲載。

第 17図  岡田西遺跡 07-2区地形図
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第 6章 中小路西遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL.1、 2)

中小路西遺跡は市域の北東部、現在の中小路集落の西側に位置する。周辺は遺跡の分布密度が比較

的高く、中小路北遺跡、中小路遺跡、坊主池遺跡、岡田西遺跡などが近接している。地形分類上は洪

積段丘低位面に立地する。周辺は長らく耕作地として利用されていたが、遺跡のほぼ中央を縦断する

市道市場岡田線の西側、遺跡の北西部においては宅地化が顕著である。

93年度以降、断続的に調査が実施されている。遺跡中央部西寄りに位置する93-1区①では灌漑水

路と、水路廃絶に際し 30点近い瓦器椀を意図的に埋めている状況が確認された。13世紀後半以降

に廃棄されたものと思われ、岡田西遺跡
②においてみられた大規模水路から中小規模水路への転換期

と重なるものである。93-1区の北西約 50mに位置する93-2区③においてもほぼ同時期と考えら

れる灌漑水路と多くの耕作痕が確認されている。これらは段丘開発の一端を知る貴重な手がかりとな

るものであった。その後、特に 93-2区周辺での調査が重ねられているが、その大半の地点で包含

層である旧耕作上がすでに削平されており、盛土直下に地山が広がるといつた状況である。しかしな

がら当遺跡が周辺の開発史を語るうえで欠かせないものであることに変わりはなく、今後とも慎重に

データを積み重ねていく必要がある。

第 2節 08-1区 の調査

1.位置 (第 13、 18図 )

調査区は遺跡の北西部にあつ

て、府道堺阪南線 「中小路」交差

点の南約 150mの地点である。先

にみた 93-2区 を伴 う宅地開発
の行われた一画に含まれる。地

形的には低位段丘に属する。南東

約 40mに 98-2区が、同じく南

東約 100mに 93-1区 がそれぞ

れ位置するほか、南西約 50mに

は本調査区と同一の宅地内におい

て 01-1区④などが位置する。01

-1区では盛土直下に地山が露呈

し、既に大きく削平を受けている

ことが明らかとなっている。

現況は更地であり、 トレンチは lヵ 所設定した。

0                3

1該冬 _^ぇた  ン潤当杵ミさ
第 18図  中小路西遺跡 08-1区 地形図
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2.層位と遺物の出土状況 (PL。 4、 12)

宅地造成に伴 う盛土 (1層 、約 lm)以下、 トレンチの北部でのみ淡灰褐色砂質土 (2層、約 5 clll)
がみられるものの、他の地点では地山である黄白色粘土が露呈する。宅地開発に伴って旧来の層位は

大きく削平されているものと判断されるが、床土と考えられる 2層を一部に残すことから地山面その

ものへの影響は、さほど大きくはなかった可能性がある。地山面において遺構が確認された。

3. 遺構  (PL. 4、  12)

確認された遺構は土坑 (SK01)、 溝 (SD02)である。

土坑は トレンチの北西隅において部分的に検出されたため、全容は明らかでないが、現状では長軸

を北西から南東方向へ向ける楕円形を呈し、長径 1.lm、 短径 50 cm、 確認面よりの深さ 40 clllを 測る。

断面形状は逆台形に近く、かなりしっかりとした印象を受ける。埋土は 2層であり、上から橙色混じ

り淡灰褐色砂質土と暗灰褐色砂質上である。遺物は出土しなかつた。

溝は長軸をN20° Eに向け、概ね直線的に伸びるもので、両端は トレンチ外へと伸びる。最大幅 40 cm、

確認面よりの深さ 20 cIIlを 測る。断面形状は浅い椀形を呈し、埋土は灰白色砂質シル トである。埋土

には地山上のブロックを含む。遺物は出土しなかった。底部は平坦であり、南から北方向へ緩やかに

傾斜している。

両遺構共に埋上の状況より耕作に関連するものである可能性が強い。遺物が出上しなかったため、

時期的には明らかでないが、土坑埋上が 2層に近似することから近現代の所作になる可能性がある。

第 3節 08-2区 の調査

1.位 置 (第 13、

19図 )

調査区は遺跡の中

央部にあって、府道

堺阪南線 「中小路」

交差点の南東約 200

m、 現中小路集落の

南西約 300mに位置

し、遺跡を南北に縦

断する市道市場岡田

線に東面する地点で

ある。地形的には低

位段丘に属する。調

査区の南西約 30mに

は 93-1区が位置す

るが、既往の調査例

第2ト レンチ

″

″
トレンチ

08-2

第 19図 中小路西遣跡 08-2区地形図
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は市道の西側に集中しており、市道東側、つまり遺跡の東半部における調査例は少ない。

現況は駐車場跡地であり、全面がアネファル ト敷きであつた。 トレンチは3ヵ 所設定し、北から南
へ第 1～ 3ト レンチと呼称する。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.5、 13)

確認された層位は各 トレンチに共通する。盛土 (1層、約 60～ 70 cm)以下、暗青灰色砂質|シル ト(2

層、約 20 clll)お よび灰白色砂質シル ト (3層、約 5～ 15 cm)が それぞれ水平堆積を呈し、地山であ

る黄白色粘土へと至る。 2層は耕作土が還元したものと考えられ、 3層は旧耕作上である。地山面に

おいて精査を行ったが遺構は確認されなかった。またいずれの層位からも遺物
―
は出上しなかった。第

1ト レンテと第 3ト レンチでは地山面に約 40 cIIlの比高がみられ、北に向かつて緩やかに傾斜している。

註 ① 泉南市教育委員会「中小路西遺跡93-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XI』 (1994)
② 泉南市教育委員会『岡田西・氏の松遺跡発掘調査報告書』(1995)
③ 泉南市教育委員会「中小路西遺跡98-2区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅡ』(1995)
④ 泉南市教育委員会「中小路西遺跡101-1区の調査」『泉南市遺跡群発婦調査報告書XX』 (200o)
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第 7章 北野遺跡 。中小路遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL.1、 2)

調査区は北野遺跡と中小路遺跡にまたがる。市域北西部にあって、地形的には共に低位段丘に属し、

扇状に広がる低位段丘の南東縁部に北野遺跡が、その西隣に中小路遺跡が位置する。以下にそれぞれ

の概要を述べる。

北野遺跡は現信達大苗代集落の北に位置する。西端から北東を国道 26号が横断し、西半には府道

大苗代岡田浦停車場線が南北に縦貫する。府道の東側にあたる遺跡の中心部は工場や店舎南として早く

より開発が進んでいる。かえって北部や南西部は長らく耕作地として利用されてきたが、近年南西部

における大規模な宅地開発が行われたことで、少しづつ景観が変わりつつある。

昭和 50年代より調査が行われており、市内では最も早くより注目されてきた遺跡の一つであるが、

そうした調査の大半は遺跡の中心部、府道大苗代岡田浦停車場線の東側に集中するものであった。遺

跡南西部については先の宅地開発に伴 う04-1区①が最初のものである。また近年は遺跡東端を限る
「稲荷山」南西裾部、すなわち熊野街道

②に面する地点においての調査
③
も実施されているが、実態の

ある遺構、遺物の発見には至っていない。

遺跡北端にあたる新伝寺遺跡・北野遺跡 04-1区④において奈良時代後半の掘立柱建物や土坑が確
認されている。当該期の遺構は初出であり、市内においても海会寺跡と男里遺跡以外での遺構確認は

初めてのことであった。集落の全容解明にはさらなるデータの蓄積が必要であるが、位置的にみても、

調査区の南東約 300mに位置する海会寺跡における古代集落⑥と無関係にあるとは考え難く、両者を

有機的に関連付けて考察する必要がある。遺跡南西部に位置する 04-2、 3区において 9世紀代の

溝が確認されている
◎
。溝の性格は不明であるが、周辺に集落が存在する可能性が高い。

平安時代後期には遺跡中央部に位置する55-7区 @、 91-1区⑥、99-3区◎において掘立柱建物や

井戸などが確認されている。特に 91-1区で確認された掘立柱建物は 7間 ×2間以上の規模を持つ

ものが含まれ、当該期のものとしては市内でも数少ない大規模なものであった。このため集落の中心

部であるとの評価が与えられていたが、さらに南西部における04-1区の調査においても大規模な

溝が確認されるにおよんで、集落が予想以上に広範囲にわたるものであった可能性が生じている。周

辺では海会寺跡において 12世紀末には寺院復興⑩がなされ、遺跡の北東約 250mには熊野九十九王子

の一つ、厩戸王子が置かれるなど、平安時代末期に熊野街道周辺の整備が進んだことが知られる。こ

うした周辺遺跡の動向と、本遺跡にみられる平安時代集落とは時期的にも隔たつており、両者が直接

的に結びつくものとの確証は得られないが、近隣に前代からの集落が存在したことが、熊野詣盛期に

おける周辺の整備の礎となった可能性は否定できない。

中世には 04-1区や 05-1区①において 14世紀代の野井戸が確認されている。周辺の耕地開発の

進展を示すもので、南に隣接する大苗代遺跡
⑫との関連が覗えるものである。

中小路遺跡は現中小路集落の南に広がる耕作地にあたる。市域でも遺跡分布の密な地域にあり、北

に中小路北遺跡、南に中小路南遺跡、東に北野遺跡、西に中小路西遺跡が位置している。地目が耕作

地であることから調査件数が少なく、これまでに遺跡の中央部と東縁部において 2件の調査が行われ
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作地に位置する。地

形的には低位段丘に

属する。調査区東隣

に北野遺跡 04-1区

が位置 し、調査区の

北西約 50m、 国道 26

号を挟んだ地点には

中小路遺跡 92-1区

が位置する
@。

現況は旧耕地であ

り、 トレンチは 3ヵ

所設定 した。南から

北へ第 1～ 3ト レン

チと呼称する。

たのみである。 うち東縁部に位置する96-1区⑬では複数の耕作面が確認されている。

第 2節 08-1区 の調査

1.位置 (第 13、 20図 )

調査区は北野遺跡

南西縁、中小路遺跡

の南東縁 にあつて、 ,
国道 26号「大苗代西」

交差点の南西約 150 ,

m、 現信達大苗代集  ワ

落の北西に広がる耕

0             3

｀ぐ＼

2.層位と遺物の出土状況 (PL.5、 13、 14)

第 1ト レンチでは現代耕作土である淡灰黒色土 (1層、約 20 clll)以 下、暗黄褐色混じり淡灰褐色

砂質土 (3層、約 10 clll)、 淡灰褐色砂質土 (4層、約 10 clll)、 暗黄灰色砂質土 (5層、約 5 cm)がそ

れぞれ水平堆積を呈し、地山である淡橙白色粘土や暗橙色砂質粘土へと至る。 トレンチの東端にのみ

地山直上に淡褐色砂質シル ト (6層、約 20 cm)が 存在する。 3、 4層は床土および旧耕作上である。

トレンチ北西部では耕作に関連するものと考えられる落ち込みが断面確認される。地山のうち暗橙色砂質

粘土は粘性が非常に強く、周辺では北野遺跡のほか大苗代遺跡や仏性寺跡においても確認されるもの

である⑮。地山の状況は概ね平坦であり、標高は約 16.lmを測る。地山面において遺構が確認された。

第 2ト レンチでは、淡灰黒色土 (1層、約 20 cIIl)以下、暗黄褐色混じり淡灰褐色砂質土 (2層、約 10 cIIl)、

淡灰褐色砂質土 (3層、約 15 clll)、 暗黄灰色砂質土 (4層、約 5 cm)が いずれも水平堆積を呈し、褐

Ｆ
キ
ー
キ
ー
キ
ー

弔
び

第 20図 北野遺跡・中小路遺跡 08-1区 地形図
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灰色礫混シル ト (5層、約 20 cIIl)を はさんで地山である暗橙色礫混粘土へと至る。 1層 から4層 は

第 1ト レンテと共通し、現代耕作土および床土、旧耕作上である。地山は平坦であり、標高は約 15,9

mを測る。遺構は確認されなかった。

調査区の北端に位置する第 3ト レンチでは、 1層から4層までは第 1、 2ト レンチと共通するもの

であり、 4層以下、灰褐色砂質シル ト (6層、約 5 cm)、 暗灰褐色礫混シル ト (7層、約 15 clll)、 暗

灰褐色礫混シル ト (8層、約 15 clll)を 経て、暗橙色礫混粘土へと至る。 6～ 8層は自然堆積であり、7、

8層にはクサリ傑、円礫を多く含む。地山の標高は約 15,7mを測 り、調査区が南から北へと緩やか

に傾斜していることがわかる。遺構は確認されなかつた。

以上、各 トレンチの層位のうち、第 2ト レンチの 5層にわずかに土師器細片が含まれるほか、遺物

は出土しなかつた。

3. 逆垂右等 (PL。  5、  13)

第 1ト レンチにおいて部分的に遺構が確認されたため、 トレンチを拡張し全容の究明に努めた。最
終的にピット18基、溝 3条が確認された。

ピットは トレンチのほぼ全域に分布するが、北側の拡張部にやや集中している。埋上によって大

きく2つに分類することが可能であつた。図版中に トーンにて表示したものは旧耕作土を埋土とする

もので、 7基確認されている。直径 20cm前後の円形または精円形を呈し、確認面よりの深さは 3～

20cmを測る。ピットには明確な配置を見出すことが出来ず、また旧耕作上が埋上であることから、耕

作に関連する杭穴等と考えられる。Pit05の埋土から遺物 (9)が 出土している。

もう一方の一群は褐灰色砂質シル トを埋土とするもので、11基確認された。いずれも直径 20～

50cmを測る円形または精円形を呈し、深さは 7～ 26cmを狽Jる。柱痕は確認されなかった。これらピッ

ト群は明瞭なまとまりを持たず、現状では掘立柱建物として復元されるものはないが、柱列を構成す

る可能性のあるものとして Pit01、 02と その延長上において断面観察により判明した P it03が ある。

軸を N30° Eに 向け、芯々間の距離は各々 1.6mを 測る。Pit04の 埋土から遺物 (8、 10)が 出土し

ている。この柱列に対応する桁行ないし梁問方向のピットは確認されていない。

溝は 3条確認されたが、いずれも浅く短いもので、その性格は不明である。最も規模の大きい SD06

は長軸を南東から北西へ向けて蛇行するものである。長さ 1,7m以上、最大幅 30cm、 深さ5 cmを測る。

埋土は褐灰色砂質シアレトであり、遺物 (7)が出上している。

4.遺物 (PL.15、 第 21図 )

第 1ト レンチより出上した遺物には黒色土器、土師器、土師質土器がある。 7は SD06よ り出上し

た土師器小皿である。底部を欠くが、緩

やかに内湾 しつつ立ち上がる体部を持

ち、口縁端部は丸く収める。乳白色を呈

する製品。 8は P it04よ り出土した黒色

土器A類椀である。内湾しつつ大きく開

く体部を持ち、口縁端部は丸く収める。

~聯
9

く
てこ

~T~5万

70

第 21図 北野遺跡・中小路遺跡 08-1区 出土遺物
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摩滅のため、調整は不明である。 9は Pit05よ り出上した土師質土釜である。水平に巡る幅狭の鍔と、

わずかに内傾 しつつ直線的に立ち上がる短い口縁よりなる。日縁端部は内側に折 り曲げ屈曲させる。

明褐色を呈し、胎土に砂粒を多く含む。搬入品か。10は Pit04よ り出土した土師器甕である。体都と

肩部の境が緩やかに屈曲し、ハ字状に開く口縁にわずかに外反する端部を持つ。摩滅が激しいが、頚

部から肩部に指頭圧痕がみられる。

註 ① 平成 16年度、泉南市教育委員会による調査、『泉南市遺跡群発掘調査報告書XXⅡ 』(2005)に トレンチ位置掲載。
また本文中にあるのはその後の本調査の成果による。

② 大阪府教育委員会『熊野・紀州街道―論考編―』 (1987)
③ 泉南市教育委員会「北野遺跡 00-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅧ』(2001)
泉南市教育委員会「北野遺跡 01-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅨ』(2002)
④ 泉南市教育委員会「新伝寺遺跡・北野遺跡 04-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XXⅡ』(2005)
⑤ 泉南市教育委員会『海会寺―海会寺遺跡発掘調査報告書』 (1987)
⑥ 泉南市教育委員会「北野遺跡 04-2、 3区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XXⅢ』 (2006)
⑦ 泉南市教育委員会「55-7地区」『男里遺跡発掘調査報告書Ⅱ』(1981)
③ 泉南市教育委員会『北野遺跡発掘調査報告書』 (2003)
⑨ 泉南市教育委員会「北野遺跡 99-3区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅨ』(2002)
⑩ ⑤と同じ。

① 泉南市教育委員会「北野遺跡 05-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XXⅢ』 (2006)
⑫ 泉南市教育委員会『大首代遺跡発掘調査報告書』 (2002)
④ 泉南市教育委員会「中小路遺跡 96-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅣ』(1997)
⑭ 平成 4年度、泉南市教育委員会による発掘調査、遺構、遺物は確認されていない。
『泉南市遺跡群発掘調査報告書X』 (1993)イこトレンチ位置記載。

⑮ 泉南市教育委員会『大苗代遺跡発掘調査報告書』(2002)
泉南市教育委員会「仏性寺跡 07-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XXV』 (2008)な ど。
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第 8章 仏性寺跡の調査

第 1節  既往 の調査 (PL.1、 2)

仏性寺跡は市域平野部の東部に位置し、現信達大苗代集落の西に広がる耕作地をその範囲とする。

地形的には平野部の大半を占める低位段丘上に立地している。

仏性寺跡は、建武 3(1336)年淡輪重氏の軍忠状に「信達荘仏性寺」とみえ、その後根来寺支配下にあつ

たことが永喜元 (大永 6,1526)年の信達荘納帳より推沢1さ れる①。天正 5(1577)年、織田信長の

雑賀攻めに際し、焼き討ちされたとの伝承を持つが詳細は明らかでない。しかしながら、こうした断

片的な記録や伝承に加え、現在も遺跡中央部周辺には「ダイモン」や 「ヤクシ ドウ」といつた小字が

残ることから、市内でも比較的早くから周知されてきた遺跡の一つである。

これまで遺跡中央部を東西に横断する市道赤井神社線の沿道を中心に数件の調査が行われている

が、遺跡の内容究明には至っていない。遺跡中央に位置する87-1区では中世の庭園遺構の可能性
がある石積や配石遺構が確認され、中世期の瓦が多く出上した

②
。遺跡西端にあたる55-8区では、

中世前半と後半に該当する2面の遺構面が確認されている⑥。

考古学的には寺域はもとより、創建時期の推狽Jすら困難な状況ではあるが、地道にデータを蓄積す

ることによってこうした問題を究明していかなければならない。

第 2節 07-2区 の調査

1.位置 (第 13,22図 )

調査区は遺跡の北部にあつて、

国道 26号 「市場北 2番」交差点の

東約 150mに位置する。現信達大

苗代集落の西に広がる耕作地に含

まれ、地形的には洪積段丘低位面

に属する。周辺では調査区の西約

30mに位置する07-1区④をはじ

め、大苗代遺跡 91-3、 91-4区⑥

など、数件の調査が行われている

が、いずれも明確な遺構、遺物の

確認には至っていない。

現況は耕作地であり、 トレンチ

は lヵ 所設定した。

川
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＋

―
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把謂引「部Ｎ颯朔測∝川／，―「耳湘沖舟川町・寸々
↓オ，卜／‐………‥

信 達 大

2.層位と遺物の出土状況 (PL.5、 14)

現耕作土および床上である灰黒色土 (1層、約 20c m)、 暗橙色砂質土 (2層、約 20cm)以 下、淡灰

I■ ,    三二:

顎 型 ,1晨

百 代 ξ

耳
Fサ

第 22図 仏性寺跡 07-2区地形図
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白色砂質シル ト (3層、約 10cm)、 暗黄褐色混

じり灰 白色粘土 (4層、約 40 cIIl)と 続き、地

山である暗橙色礫混土へと至る。 3層は旧耕作

土であり、 4層 については自然堆積によるもの

と考えられる。地山上面で遺構が確認 された。

トレンチ北端部において確認されたもので、一

部 トレンチを拡張し、全容の把握に努めた。

3. 遺構  (PL. 5、  14)

確認 された遺構は溝である。長軸をほぼ東

西に揃える直線溝であり、検出長 1,5m、 幅

50c m、 確認面よりの深さ 40 cIIlを測る。断面形

状はU宇形を呈するが、本来は漏斗状に大きく

10cm

開くものであつたことが断面において確認される。切 り込み面は旧耕作土である 3層上面である。埋

土は上部が淡暗褐色粘土、下部が暗灰白色礫混粘上である。暗灰白色礫混粘土には 20 cm以下の円礫

が多量に含まれていることから、石詰めの暗渠であつたものと考えられる。同層からは中世の瓦が 2

点出上した。

4.遺物 (PL。 15、 第 23図 )

上述のようにSD01からは平瓦と丸瓦が 1点ずつ出土したが、丸瓦については図示することが出来

なかつた。11は平瓦である。凹凸両面に離れ砂が顕著に付着する。凸面には糸切痕を残す。側端を面

取りの後、凹面側端縁を丁寧にナデ調整している。瓦質の製品であり、胎土に黒色砂粒を多く含む。

仲村 研「古代・中世」『泉南市史 通史編』泉南市 (1987)
泉南市教育委員会「仏性寺跡の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書V』 (1988)

泉南市教育委員会「55-8地区」『男里遺跡発掘調査報告書』 (1981)
泉南市教育委員会「仏性寺跡 07-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XXV』 (2008)
平成 3年度、泉南市教育委員会による発掘調査、共に遺構、遺物は確認されていない。

『新伝寺遺跡 91-1区・幡代遺跡 03-3区発掘調査報告書』(2004)イこトレンチ位置掲載。

第 23図 仏性寺跡 07-2区 出土遺物
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②

③

④

⑤
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第 9章 まとめ

本書では、平成 20年 1月 1日 より同 12月 31日 までの間に、文化財保護法に基づく発掘届出等に

基づいて行われた個人住宅等に伴 う発掘調査および確認調査、18件について報告している。以下にこ

れらの調査成果を概観し、今年度のまとめとしたい。

男里遺跡では今年度 7件の調査を実施し、昨年度未報告の 3件を合わせて報告することができた。

08-1区、07-8、 9区は遺跡南端部に位置する。08-1区の周辺では近年特に調査が集中して行
われており、05-8区や 06-1区では弥生時代中期の遺物が多量に出土し、自然流路を利用した遺

構等であるとの指摘がなされている
°
。本調査区においても同様の成果が期待されたものであるが、

結果、弥生時代の遺構はもとより遺物も全く出上しなかった。弥生時代の遺構範囲が画一的に広がる

ものではないことが裏付けられた。また調査では旧耕作土以下に河川性堆積による砂礫層が確認され、

調査区を含む広い範囲に氾濫原が広がっていることが再確認された。唯一出上した中世土器に関して

は、調査区の北東約 100m、 府道金熊寺男里線に関連して調査の行われた地点
②との関連を伺えるも

のであろう。07-8区ではやや不安定な状況を示すもののシル ト質の地山が確認されている。遺構は

検出されなかったが、地山直上層が弥生時代包含層である可能性が指摘されることから、周辺への遺

構の広がりが期待されるものである。07-9区では河川性堆積を示す砂礫層が分厚く堆積しているこ

とが確認された。地形的に氾濫原もしくは段丘上の谷であるものと考えられるが、旧耕作土も存在し

なかったことからすると、長らく沼地状に澱んだ状態であったものと考えられる。

08-2区は現馬場集落西端に位置する。第 1ト レンチより弥生時代の飯蛸壺がまとまって出上した。

調査範囲が狭く、確定的なことは言えないが、 トレンチ外へと広がる大きな遺構である可能性が高い

ものと推測される。というのも時期的に異なるものも含め、飯蛸壺以外の遺物は全く出土していない

こと、遺物の残存状態が良好で、完形近くに復元されるものがほとんどであるといつた特徴を示すた

めである。調査区の南方約 150mに位置する弥生時代集落の調査においても「大溝 1」 より同形態の

飯蛸壺がまとまって出土
⑥していることからも、本調査区の蛸壺群のあり方は注目に値するものであ

る。これらが遺構に伴 うものであるとの前提に立てば、集落に近接したものとしては北限のものとなる。

08-3区はいわゆる「信長街道」④に面することは文中にも述べたが、地形的には街道を境として

北側が 1段低くなっており、確認される遺構の内容が大きく異なることが確かめられている。調査で

は安定したシル ト面は存在するものの、遺構はもとより遺物も出上しないことが明らかとなつた。ほ

ぼすべての地点において黒褐色系土層が厚く堆積することから、かつては湿地状態であったと考えら

れる。同様に 08-4、 5区においても黒褐色系土層が存在 し、直下に若干不安定な状況を示す地山

が確認された。共に遺構、遺物が確認されないことから、活動には適さない土地であったものと考え

られる。しかし08-5区に近接する95-2区⑤において黒褐色系土層をベースとした平安時代集落
が確認されており、地形的条件だけで遺構の有無を断定できるわけではない。今後は黒褐色系土層の

分析とより詳細な精査が求められよう。遺跡北端に位置する08-7区においても黒褐色系土層が確

認された。不安定な状況を示す地山の起伏に合わせて堆積しており、不定形の上坑として検出するこ

とができた。自然地形もしくは風倒木等と考えることが可能である。調査区の南東約 200mに位置す

る地点においても同様の上坑が多数確認されている
⑥
。08-6区は遺跡北部にあつて、地形的には旧
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河道に属すると考えられてきた地点である。基盤層と捉えることが可能な粘土層の直上に、複数の還

元色を呈する層位が確認された。肩が未確認であり規模などの詳細は不明であるが、粘土層をベース

とする自然流路である可能性が高い。07-10区 においては遺構は確認されなかつたが、遺構ベース

となり得るシル ト層を確認することができた。氾濫原を構成する砂礫層の直上に堆積したもので、地

点によつて層厚にばらつきがあるものの、非常に安定した状況を呈しており、周辺での遺構発見に期

待が持たれるものであった。

本田池遺跡では 1件の調査を報告している。低位段丘上に立地する本遺跡では、過去の調査例が少

なく、その動向が注目された。調査では現代の床土層直下に地山が確認され、調査区は既に大きく改

変されていることが明らかとなつた。

座頭池遺跡では 1件の調査を報告している。本田池遺跡と同様に過去の調査例は少ないが、立地的

に周辺遺跡との関連が注目されるものであった。 2m近くの盛上が確認され、調査区は大きく改変さ

れていることが明らかとなった。

岡田西遺跡では昨年度未報告の 2件の調査について報告することができた。07-1区では、中世耕

作面が良好に検出された東隣接地
⑦と共通する層位を確認することができたが、水路や耕作痕といっ

た遺構は確認されなかつた。遺跡西端に位置する07-2区においては現代床土層の直下に地山が確

認され、調査区は既に大きく改変されていることが明らかとなった。

中小路西遺跡では 2件の調査を報告している。08-1区では時期的に異なる可能性のある土坑と溝

が確認された。共に耕作関連の所作にかかるものと考えることができ、土坑埋土が近現代のものと考

えられ、溝はそれを遡るものと判断される。08-2区では旧耕作土直下に地山が確認された。遺構は

確認されなかったが、調査区は長期的に耕作地であったことがわかる。

北野遺跡 。中小路遺跡 08-1区 では柱列を構成する可能性のあるピント群が確認された。出土遺

物が少なく断定的な資料とは言えないが、10世紀代に属する可能性が高い。北野遺跡の既往の調査に

よつて知られる集落範囲をさらに西へ広げる結果となつた。

仏性寺跡では昨年度未報告の 1件について報告している。07-2区では東西へ伸びる直線溝が確認

された。石詰暗渠であつたものと考えられ、断面観察によつて恐らくは近世以降に属するものと推定

される。中世瓦が出上しており、中世仏性寺そのものを伺い知る貴重な手掛りを得ることができた。

註 ① 泉南市教育委員会「男里遺跡06-1区、05-8区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XXⅣ』(2007)
② (財 )大阪府文化財センター『男里遺跡』(2005)
③ ②と同じ。

④ 大阪府教育委員会『熊野。紀州街道一調査報告編―』(1987)
⑤ 泉南市教育委員会「男里遺跡95-2区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XⅢ』(1996)
⑥ (財 )大阪府埋蔵文化財協会『男里遺跡』(1994)
⑦ 泉南市教育委員会『岡田西遺跡・氏の松遺跡発掘調査報告書』(1995)
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1 正法寺跡 野々官遺跡 樫井城跡 引谷池窯跡 林昌寺瓦窯跡

2 小 垣 内遺跡 総福寺天満宮本殿 奥家住宅 兎田遺跡 林昌寺銅鐸出土地

3 大谷 池遺跡 宮ノ前遺跡 道ノ池遺跡 フキアゲ山東遺跡 岡中遺跡

4 大久保B遺跡 垣外遺跡 岡ノ崎遺跡 フキアゲ山 1号填 高田山古墳群

5 下高田遺跡 屯田遺跡 中菖蒲遺跡 フキアゲ山2号墳 岡中西遺跡

6 紺屋遺跡 人王子遺跡 岸ノ下遺跡 兎田古墳群 雨山南遺跡

7 日無池遺跡 慈眼院金堂・多宝塔 諸目遺跡 池尻遺跡 福島遺跡

8 東円寺跡 日根神社遺跡 城ノ塚古墳 中の川遺跡 尾崎海岸遺跡

9 降井家屋敷跡 西ノ上遺跡 禅興寺跡 岩の前遺跡 馬川北遺跡

太久保C遺跡 川原遺跡 ダイジョウ寺跡 別所北遺跡 馬川遺跡

11 中家住宅 母 山遺跡 上之郷遺跡 別所遺跡 下出北遺跡

12 大八保A遺跡 母山近世墓地 向井代遺跡 高野遺跡 室堂遺跡

18 五門北古墳 向井山遺跡 意賀美神社本殿 昭和池遺跡 平野寺 (長楽寺)跡

工門遺跡 鏡塚古墳 向井池遺跡 上村遺跡 向出遺跡

工門古墳 61 梨谷遺跡 三軒屋遺跡 孤池遺跡 高田西遺跡

大浦中世墓地 笹ノ山遺跡 川原遺跡 上野中道遺跡 向山遺跡

17 大浦遺跡 土九遺跡 岡田東遺跡 宮遺跡 高田南遺跡

甲田家住宅 土丸南遺跡 岡田遺跡 官南遺跡 和泉鳥取遺跡

久保 B遺跡 雨山城跡 氏の松遺跡 芋掘遺跡 雨山遺跡

鳥羽殿城跡 土丸城跡 座頭池遺跡 石ケ原遺跡 内畑遺跡

21 墓の谷遺跡 下大木遺跡 岡田西遺跡 高倉山南遺跡 皿田池古墳

来迎寺木堂 大木遺跡 新伝寺遺跡 本田池遺跡 206 正方 寺遺跡

池ノ谷遺跡 稲倉池北方遺跡 中小路北遺跡 上代石塚遺跡 西畑遺跡

成合寺遺跡 大西遺跡 中小路西遺跡 信之池遺跡 自然田遺跡

山ノ下城跡 松原遺跡 中小路遺跡 滑瀬遺跡 玉田山遺跡

山出遺跡 中開遺跡 坊主池遺跡 六尾遺跡 玉田山古墳群

上瓦屋遺跡 末廣遺跡 中小路南遺跡 六尾南遺跡 玉田山須恵器窯跡

湊遺跡 安松遺跡 北野遺跡 金熊寺遺跡 寺田山遺跡

壇波羅密寺跡 長滝遺跡 一岡神社遺跡 専徳寺遺跡 黒田西遺跡

壇波羅遺跡 植田池遺跡 海会寺跡 天神ノ森遺跡 鳥取北遺跡

佐野王子跡 郷ノ芝遺跡 海会寺瓦窯 キレト遺跡 鳥取遺跡

上町東遺跡 日根野遺跡 大百代遺跡 高田遺跡 鳥取南遺跡

市場東遺跡 机場遺跡 仏性寺跡 男里北遺跡 黒田南遺跡

若官遺跡 棚原遺跡 海営宮池遺跡 172 戎畑遺跡 神光寺 (蓮池)遺跡

上町遺跡 羽倉崎東遺跡 市場遺跡 男里遺跡 三味谷遺跡 `

俵屋遺跡 羽倉崎遺跡 向井山遺跡 光平寺跡 220 三升五合山遺跡

北尻遺跡 嘉祥神社本殿 新家遺跡 光平寺石造工輪塔 小 日谷 遺跡

岡日遺跡 道ノ池遺跡 下村遺跡 樽井南遺跡 井関遺跡

中 IIS遺跡 羽倉崎上町遺跡 下村北遺跡 177 男里東遺跡 石田山遺跡

卜塚遺跡 船岡山遺跡 下村 1号墳 長山遺跡 西鳥取遺跡

十二谷遺跡 岡本廃寺 新家オドリ山束遺跡 山ノ宮遺跡 戎遺跡

丁田遺跡 田尻遺跡 新家オドリ山遺跡 前田泡遺跡 貝掛遺跡

新池尻遺跡 船岡山南遺跡 下村 2号墳 幡代遺跡 金剛寺遺跡

大坪遺跡 夫婦池遺跡 新家古墳群 I幡代南遺跡 塚谷古墳群

市堂遺跡 樫井西遺跡 137 新家オドリ山南遺跡 奥ノ池遺跡

北ノ前遺跡 藤波遺跡 フキアゲ山西遺跡 林昌寺跡

第 5表 文化財一覧表
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第4ト レンチ

1現耕土
2赤褐色砂質シル ト (床上)
3褐色砂質シル ト
4暗黄褐色粘性シル ト
5暗褐色粘性シル ト (クサリレキ多量混入)
6暗黄褐色粘性シル ト (クサリレキ多量混入)

ON08-2EE盤折E5彊コ

第3ト レンチ

ONO卜 3区第2ト レンチ断面図

8

PL.3 男里遺跡①調査区

1盛土
2暗灰色シル ト (耕作土)
3淡灰褐色混じり暗橙色砂質シル ト (床上)
4淡灰褐色混じり暗褐色砂質シル ト (十日耕作土)
5淡暗褐色砂
6淡暗褐色礫混土

7 0na

ON08-l EE鶴斤F軍彊コ

1灰黒色シル ト (耕作土)
2橙灰色土 (床土)
3橙色混じり淡灰褐色砂質土 (旧耕作土)
4暗褐色砂質シル ト (クサ,レキ少含)
5淡暗灰褐色砂質シル ト
6暗青灰色シル ト
7暗青灰色砂礫
8にぶい暗黄褐色～暗青灰色粘土

ON08-6区層序模式図

2暗橙色混じり淡灰褐色砂質土 (床土)
3暗褐色シル ト (礫僅含)
4にぶい黄褐色シル ト

1暗灰褐色砂質土 (耕作土)
2褐色混じり暗灰褐色砂質土 (1日耕作土)
3淡暗褐色シル ト (地山br少含)

ON08-4EE盤析Eヨ E雪

第1ト レンチ
4暗褐色礫混シル ト
5にぶい黄褐色シル ト

淡灰黒色上 (耕作土)
淡灰褐色混じり

暗橙色土 (床土)
褐灰色～暗褐色礫混土

淡橙黄色礫混シル ト

黄白色礫混土

1

2

3

4

5

第 1ト レンテ第2ト レンチ

1暗灰黒色土 (耕作土)

第2ト レンチ

第 1ト レンチ

第2ト レンテ

ON08-7区 平面図および断面図

1盛土
2灰色砂質土 (耕作土)
3淡灰褐色混じり暗橙色砂質土 (床土)
4淡灰褐色砂質土 (旧耕作土)
5暗褐灰色シル ト (クサ)レキ少含)
6暗褐黄灰色礫混土
7にぶい黄灰色シル ト

ON08-5区断面図

0               4m



PL,4男里遺跡②、本田池遺跡、座頭池遺跡、岡田西遺跡、中小路西遺跡①調査区

1騒土
2暗橙色混じり暗灰褐色砂質土 (旧耕作土)
3暗褐色礫混土
4暗灰色礫混シル ト
5.暗灰色砂礫
6褐色混じり暗灰色礫混シル ト

ON07-9区 断面図

第1ト レンチ

ON07 10区 断面図および層序模式図

12 2m l灰黒色土 (耕作土)
西壁  2淡 灰褐色混じり暗橙色砂質上 (床土)
3淡灰褐色砂質上 (床上下層)
4黄 白色粘土 (Mg粒多含)
5淡黄白色粘土

OKDW07-1区 断面図

1暗灰黒色土 (耕作土)
2淡灰褐色混じり淡橙色砂質シル ト (床土)
3淡灰褐色砂質土 (旧耕作土)
4暗褐灰色シル ト
5にぶい黄褐色シル ト

ON07-8区 断面図

0              4m

l灰黒色土 (耕作上)
2暗橙色混じり暗灰褐色砂質土 (床土)
3灰橙色砂質シル ト (旧耕作土)
4淡灰褐色礫混砂質土 (褐色および5層ブロック多合)
5黄灰色砂質土 (Mg粒多合、旧耕作土)
6にぶい灰黄色土 (Mg粒合、旧耕作土)
7暗灰褐色混じり淡暗褐色シル ト
8褐色混じりにぶい黄灰色シル ト
9灰黄褐色礫混粘土
10暗黄灰色礫混土
■ 淡褐色砂礫
12暗灰褐色粗砂

第2ト レンチ

第3ト レンチ

盛土
淡橙色砂質シル ト (床土)
黄白色砂質シル ト (Mg粒、クサ)レキ多含)

HN08-1区 断面図

1盛土
2灰黒色シル ト (耕作土)

ZT08-1区 断面図

1盛土
2淡灰褐色砂質土 (床土)
3橙色混じり淡灰褐色砂質上
4暗灰褐色砂質土
5灰 白色砂質シル ト (地山ブロック
6黄白色粘土

1

タイZlIぞち

12 0m

含 )

1盛土
2灰黒色シル ト (耕作土)
3灰褐色混じり橙色砂質土 (床土)
4黄白色粘土

OKDW07-2区 層序模式図

第2ト レンチ

NKW08-1区 平面図および断面図



第3ト レンチ

1盛土
2暗青灰色砂質シル ト (違元した耕作土 )
3灰 白色砂質シル ト (旧耕作上、Mg粒多含 )
4黄 白色粘土

PL.5中小路西遺跡②、北野遺跡。中小路遺跡、仏性寺跡調査区

NKW08-2区 断面図

0              4m

第2ト レンチ

1淡灰黒色土 (耕作土)
2暗黄褐色混じり淡灰褐色砂質土 (床土)
3淡灰褐色砂質土 (旧耕作土 )
4暗黄灰色砂質土
5褐灰色礫混シル ト
6.灰褐色砂質シル ト
7暗灰褐色礫混シル ト
8暗灰褐色礫混シル ト
9暗橙色礫混粘土

1淡灰黒色土 (耕作土)
2明灰色砂質シル ト
3暗黄褐色混じり淡灰褐色砂質土 (床土)
4淡灰褐色砂質土 (旧耕作上)
5暗黄灰色砂質土
6淡褐色砂質シル ト
7褐灰色砂質シル ト
8.淡橙白色粘土
9暗橙色砂質粘土

(円礫、黒色粒多含)
KT・ NK08 1区平面図および断面図

第1ト レンチ

||■ 旧耕作土を埋土とするピット

1灰黒色上 (耕作上)
2暗橙色砂質土 (床土)
3淡暗褐色粘土
4暗灰白色礫混粘上
5淡灰白色砂質シル ト (旧耕作上、Mg粒多含)
6暗黄褐色混じり灰白色粘土
7黄灰白色粘土
8暗橙色礫混土

BS07-2区 平面図および断面図

第3ト レンチ



PL.6 男里遺跡 081・ 2・ 3区

ON08-1[正

(南から)

ON08 2区  第1ト レンチ
(南から)

ON08 3区  第2ト レンチ
(北西から)



PL,7 男里遺跡 084・ 5①区

ON08 4区  第 1ト レンチ
(南東から)

同上 第2ト レンチ
(南西から)

ON08-5区  第1ト レンチ
(南西から)

叫|1帯イIⅢ鐸鞘1置 7監菫翠



PL.8 男里遺跡 085②・6・ 7①区

ON08 5区  第2ト レンチ
(北西から)

ON08-6Dこ

(南東から)

ON08-7E【

(南西から)



PL。 9 男里遺跡 087②・078・ 9区

ON08-7鬱こ

(南東から)

ON07-8優こ

(南東から)

ON07-9優こ

(耳ヒラ種か ら)



ON07-10区  第3ト レンチ
(南西から)

同上 第2ト レンチ
(北西から)

PL。 10 男里遺跡 0作10区、本田池遺跡 081区

・ 冷■1警 ヨ

IIN08-1区    _、
(南西から)   

｀



PL。 11 座頭池遺跡 081区、岡田西遺跡 071①区

ZT08-1彊こ

(北東か ら)

OKDW07 1区  第1ト レンチ
(南西から)

同上 第2ト レンチ
(南東から)



PL.12

1、
t

卜 、

、たI  I ヤ

岡田西遺跡 071②・2区、中小路西遺跡 081区

OKDW07-1優こ第7ト レンチ

(南西から)

OKDW07-2優こ

(東から)

NKW08-lE正

(北東から)



PL.13 中小路西遺跡 082区、北野遺跡・中小路遺跡 08-l①区

NKW08-2匠正

(司ヒ東から)

第1ト レンチ

KT・ NK08-lE正

(】ヒ西から)
第 1ト レンチ

同上

(北西から)

発癖
ミ巣
=舗 叢
義



PL。 14 北野遺跡 。中小路遺跡 0辟 l②区、仏性寺跡 072区

KT・ NK08 1区 第2ト レンチ

(南西から)

同上 第3ト レンチ
(南西から)

BS07-2EXI

(北東から)



PL。 15 出土遺物

7'

幾 9

勲
9,

各調査区出土遺物

1'
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ら、  り  が  な

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所 在 地

コード
北   緯 東   経 調 査 期 間

調査面積

(請 )
調 査 原 因

市町村 遺  跡

おのさと
男 里 遺 跡

おおさかふせんなんしおのさと
大阪府泉南市男里 34皮 21分 41秒 135度 15分 30秒

08■  2CX1810

08-2 200807

08-3 200812

08-4 200805

08-5 200807

0&6 200807

08‐7 200805

07-8 200801

07-9 200801

07-10 200802

3

10

90

16

10

15

26

5

5

34

個 人 住 宅

店   舗

倉   庫

宅 地 造 成

店   舗

共 同住 宅

電 話 通 信

電 話 通 信

個 人 住 宅

共 同住 宅

ほんだいけ
本 田 池 遺 跡

おおさかふせんなんしたる立
大阪府泉南市樽井

34度 22分 14秒 135度 16分 16秒 08-1  200809 5 個 人住 宅

ざとうぃけ
座 頭 池 遺 跡

おおさかふせんなんしおかだ
大阪府泉南市岡田

27228 34度 22分 38秒 135度 16分 12秒 0『 1 200809 5
墓地、管理事

獅 、 師

おかだにし
岡 田 西 遺 跡

おおさかふせんなんしなこうじ
大阪府泉南市中小路

OKDW 34度 22分 38秒 135度 16分 27秒
07■  211C1801

0卜2 200802

100

10

給 油 所

電 話 通 信

なこうじにし
中小路西遺跡

おおさかふせんなんしなこうじ
大阪府泉南市中小路

34度 22分 30秒 135度 16分 41t1/
08-1  200805

08-2 200805

5

18

個 人 住 宅

給 油 所

きたの  なこうじ
北野遺跡・中小路遺跡

おおさかふせんなんししんだちおのしろ
大阪府泉南市信達大苗代 KT・ NK 34度 22分 32秒 135度 16分 59秒 03-1  200811 宅 地 造 成

ぶっしょうじ
仏 性 寺 跡

おおさかふせんなんししんだちおのしろ
大阪府泉南市信達大芭代

34度 22分 18秒 135度 16分 56秒 0卜2 200802 11 電 話 通 信

所収這跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

男 里 遺 跡  081

08-2

08-3

08-4

08-5

08-G

08-7

07-8

07-9

07-lC

中世

弥生

土師器

弥生土器 飯蛸壺がまとまって出土

本 田池 遺 跡  08-
座 頭 池 遺 跡  08-
岡 田 西 遺 Dll

中小路西遺跡 生 産 近世、近代 土坑、溝

吉層露瞥訴 081 集 落 平安 ピット 溝 黒色土器、土師器

仏 性 寺 跡   072 生 産 近代 溝 瓦
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